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９
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例
行
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え
ば
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月
見
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お
月
見
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言
え
ば
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中

　

９
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の
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す
が
、
こ
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旧
暦
８
月

秋
の
名
月
」
で
す
が
、
こ
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は
旧
暦
８
月
1515
日
に
見
え
る
月
を
指
し

日
に
見
え
る
月
を
指
し

ま
す
。
旧
暦
８
月

ま
す
。
旧
暦
８
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収
穫
の
時
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で
も
あ
り
、
ま
た
収
穫
さ
れ

日
は
収
穫
の
時
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で
も
あ
り
、
ま
た
収
穫
さ
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た
里
芋
を
供
え
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ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
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秋
の
名
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た
里
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を
供
え
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
中
秋
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名
月
は

別
名
「
芋
名
月
」
と
も
呼
ば
れ
て
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ま
す
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ち
な
み
に
そ
の
起
源
は

別
名
「
芋
名
月
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
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ち
な
み
に
そ
の
起
源
は

中
国
と
さ
れ
、平
安
時
代
に
は
「
貴
族
の
遊
び
」
と
し
て
日
本
に
入
り
、
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さ
れ
、平
安
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代
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「
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族
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遊
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し
て
日
本
に
入
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次
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に
「
収
穫
祭
や
初
穂
祭
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変
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っ
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い
き
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し
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穫
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や
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変
わ
っ
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い
き
ま
し
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戸

時
代
に
は
収
穫
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喜
び
を
人
々
と
分
か
ち
合
い
な
が
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お
月
見
を
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時
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穫
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分
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す
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し
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、
庶
民
に
広
ま
っ
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言
わ
れ
て
い
ま
す
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そ
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の
中
で
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と
満
月
は
古
よ
り
神
聖
視
さ
れ
、
と
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し
て
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ロ
ッ
パ
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の
文
化
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ル

ナ
テ
ィ
ッ
ク
”
と
い
う
言
葉
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
満
月
の
晩
に
変

ナ
テ
ィ
ッ
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と
い
う
言
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と
か
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も
、
満
月
の
晩
に
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身
す
る
狼
男
や
夢
遊
病
者
の
よ
う
に
、
月
は
人
を
狂
わ
せ
る
も
の
で

身
す
る
狼
男
や
夢
遊
病
者
の
よ
う
に
、
月
は
人
を
狂
わ
せ
る
も
の
で

も
あ
る
よ
う
で
す
。
日
本
で
も
女
性
が
満
月
の
晩
に
出
歩
く
と
不
吉

も
あ
る
よ
う
で
す
。
日
本
で
も
女
性
が
満
月
の
晩
に
出
歩
く
と
不
吉

な
で
き
ご
と
が
起
き
る
と
い
う
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承
が
あ
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ま
す
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も
っ
と
も
、
日
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で
き
ご
と
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き
る
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い
う
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承
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あ
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と
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夜
の
よ
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叉
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８
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ま
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で
あ
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性
が
資
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結
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の
夜
に
「
来
年
の
今
月
今
夜
、
僕
の
涙
で
必
ず
こ
の
月
を
曇

し
、
満
月
の
夜
に
「
来
年
の
今
月
今
夜
、
僕
の
涙
で
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ず
こ
の
月
を
曇
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し
て
見
せ
る
！
」
と
叫
び
、
許
し
を
請
う
彼
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を
下
駄
を
履
い
た
足
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せ
る
！
」
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彼
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駄
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で
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と
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、
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に
も
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こ
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ー
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際
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省省
のの

機
会
も
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。
と
す
る
と
、
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ロ
ナ
禍
で
自
粛
を
余

機
会
も
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。
と
す
る
と
、
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ロ
ナ
禍
で
自
粛
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
現
状
は
、
自
身
の
内
面
と
深
く
向
き
合
う
た
め
の

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
現
状
は
、
自
身
の
内
面
と
深
く
向
き
合
う
た
め
の

良
い
機
会
。
２
０
２
１
年
の
中
秋
の
名
月
で
あ
る
９
月

良
い
機
会
。
２
０
２
１
年
の
中
秋
の
名
月
で
あ
る
９
月
2121
日
は
、
自
宅

日
は
、
自
宅

で
寛
ぎ
な
が
ら
秋
空
に
浮
か
ぶ
満
月
を
愛
で
つ
つ
、
よ
り
一
層
、
心
の

で
寛
ぎ
な
が
ら
秋
空
に
浮
か
ぶ
満
月
を
愛
で
つ
つ
、
よ
り
一
層
、
心
の

回
復
と
充
実
を
図
る
機
会
と
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
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31 .  コロナ禍のお月見


